
消 防 予 第 １ ０ ９ 号

平成２６年３月２７日

各都道府県消防防災主管部長

殿

東京消防庁・各指定都市消防長

消 防 庁 予 防 課 長

特定駐車場における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する

設備等に関する省令の公布について

特定駐車場における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に関す

る省令（平成２６年総務省令第２３号。以下「特定駐車場用泡消火設備省令」という。）

が平成２６年３月２７日に公布されました。

特定駐車場用泡消火設備省令は、消防法施行令（昭和３６年政令第３７号。以下「令」

という。）第２９条の４第１項の規定に基づき、一定の要件にあった駐車場における令第

１３条の規定に基づき設置しなければならない泡消火設備に代えて用いることができる必

要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に関し、必要な事項を定めるも

のです。

貴職におかれましては、下記事項及び特定駐車場省令の内容に留意の上、その運用に十

分配慮されるとともに、各都道府県にあっては、貴都道府県内の市町村（消防の事務を処

理する一部事務組合等を含む。）に対しても、この旨周知されるようお願いします。

記

第一 特定駐車場用泡消火設備省令の概要

１ 趣旨

特定駐車場用泡消火設備省令は、令第２９条の４第１項の規定に基づき、特定駐車

場における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に関し、必要

な事項を定めるものであること。（第１条関係）

２ 用語の意義

特定駐車場用泡消火設備省令における用語の意義を、次のとおり定めることとした

こと。（第２条関係）

(1) 特定駐車場

令別表第一に掲げる防火対象物の駐車の用に供する部分で、次に掲げるもの



イ 駐車場の存する階（屋上部分を含み、駐車する全ての車両が同時に屋外に出る

ことができる構造の階を除く。）における駐車場部分の床面積が、地階又は二階

以上の階にあっては２００平方メートル以上、１階にあっては５００平方メート

ル以上、屋上部分にあっては３００平方メートル以上のもののうち、床面から天

井までの高さが１０メートル以下の部分

ロ 昇降機等の機械装置により車両を駐車させる構造のもので、車両の収容台数が

１０以上のもののうち、床面から天井までの高さが１０メートル以下のもの

(2) 特定駐車場用泡消火設備

特定駐車場における火災の発生を感知し、自動的に泡水溶液（泡消火薬剤と水と

の混合液をいう。）を圧力により放射して当該火災の拡大を初期に抑制するための

設備

(3) 単純型平面式泡消火設備、感知継手開放ヘッド併用型平面式泡消火設備、感知継

手泡ヘッド併用型平面式泡消火設備、一斉開放弁ヘッド併用型平面式泡消火設備、

一斉開放弁泡ヘッド併用型平面式泡消火設備

(1)イの特定駐車場（平面式特定駐車場）において閉鎖型泡水溶液ヘッド、開放型

泡水溶液ヘッド、泡ヘッド、火災感知用ヘッド、閉鎖型スプリンクラーヘッド、一

斉開放弁及び感知継手を用いる特定駐車場用泡消火設備

(4) 機械式泡消火設備

(1)ロの特定駐車場（機械式特定駐車場）において閉鎖型泡水溶液ヘッド、開放型

泡水溶液ヘッド、泡ヘッド、火災感知用ヘッド、閉鎖型スプリンクラーヘッド、一

斉開放弁及び感知継手を用いる特定駐車場用泡消火設備

３ 泡消火設備に代えて用いることができる特定駐車場用泡消火設備

特定駐車場において、令第１３条及び第１５条の規定により設置し、及び維持しな

ければならない泡消火設備に代えて用いることができる必要とされる防火安全性能を

有する消防の用に供する設備等は、特定駐車場用泡消火設備とすることとしたこと。

（第３条関係）

４ 設置及び維持に関する技術上の基準

１(3)及び(4)に掲げる特定駐車場用泡消火設備の設置及び維持に関する技術上の基

準を定めることとしたこと。（第４条～第９条関係）

５ 委任規定

上記１から４までのほか、特定駐車場用泡消火設備は、消防庁長官が定める設置及

び維持に関する技術上の基準に適合するものでなければならないこととしたこと。

（第１０条関係）

６ 施行期日

特定駐車場用泡消火設備省令は、公布の日（平成２６年３月２７日）から施行する

こととしたこと。



第二 その他

特定駐車場用泡消火設備の設置及び維持に関する技術上の基準（消防庁告示）は、別

途公布する予定であること。
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○
総
務
省
令
第
二
十
三
号

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
駐
車
場
に
お
け

る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

特
定
駐
車
場
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
の
四

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
駐
車
場
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等

（
同
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
用
語
の
意
義
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
駐
車
場

令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
駐
車
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
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イ

当
該
部
分
の
存
す
る
階
（
屋
上
部
分
を
含
み
、
駐
車
す
る
す
べ
て
の
車
両
が
同
時
に
屋
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
構

造
の
階
を
除
く
。
）
に
お
け
る
当
該
部
分
の
床
面
積
が
、
地
階
又
は
二
階
以
上
の
階
に
あ
っ
て
は
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
、
一
階
に
あ
っ
て
は
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
屋
上
部
分
に
あ
っ
て
は
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
の
う

ち
、
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分

ロ

昇
降
機
等
の
機
械
装
置
に
よ
り
車
両
を
駐
車
さ
せ
る
構
造
の
も
の
で
、
車
両
の
収
容
台
数
が
十
以
上
の
も
の
の
う
ち
、

床
面
か
ら
天
井
ま
で
の
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

二

特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備

特
定
駐
車
場
に
お
け
る
火
災
の
発
生
を
感
知
し
、
自
動
的
に
泡
水
溶
液
（
泡
消
火
薬
剤

と
水
と
の
混
合
液
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
圧
力
に
よ
り
放
射
し
て
当
該
火
災
の
拡
大
を
初
期
に
抑
制
す
る
た
め
の
設

備
を
い
う
。

三

単
純
型
平
面
式
泡
消
火
設
備

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
特
定
駐
車
場
（
昇
降
機
等
の
機
械
装
置
に
よ
り
車
両
を
駐
車
さ

せ
る
構
造
の
部
分
を
除
く
。
以
下
「
平
面
式
特
定
駐
車
場
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
（
特
定
駐

車
場
に
用
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
で
あ
っ
て
、
火
災
の
熱
に
よ
り
作
動
し
、
圧
力
に
よ
り
泡
水
溶
液
を
放
射
す
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
用
い
る
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
（
次
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
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く
。
）
を
い
う
。

四

感
知
継
手
開
放
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備

平
面
式
特
定
駐
車
場
に
お
い
て
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
開

放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
（
特
定
駐
車
場
に
用
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
で
あ
っ
て
、
感
熱
体
を
有
し
な
い
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
感
知
継
手
（
火
災
の
感
知
と
同
時
に
内
蔵
す
る
弁
体
を
開
放
し
、
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
又

は
泡
ヘ
ッ
ド
（
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
泡
ヘ
ッ
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
泡
水
溶
液
を
供
給
す
る
継
手
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
用

い
る
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
を
い
う
。

五

感
知
継
手
泡
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備

平
面
式
特
定
駐
車
場
に
お
い
て
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
泡
ヘ

ッ
ド
及
び
感
知
継
手
を
用
い
る
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
を
い
う
。

六

一
斉
開
放
弁
開
放
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備

平
面
式
特
定
駐
車
場
に
お
い
て
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、

開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
火
災
感
知
用
ヘ
ッ
ド
（
規
則
第
十
八
条
第
四
項
第
十
号
イ
に
規
定
す
る
火
災
感
知
用
ヘ
ッ
ド

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
（
規
則
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
閉
鎖
型
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
い
い
、
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
自
治
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省
令
第
二
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
標
準
型
ヘ
ッ
ド
（
同
条
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
を
除

く
。
）
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
一
斉
開
放
弁
（
令
第
三
十
七
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
一
斉
開
放
弁
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
用
い
る
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
を
い
う
。

七

一
斉
開
放
弁
泡
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備

平
面
式
特
定
駐
車
場
に
お
い
て
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
泡

ヘ
ッ
ド
、
火
災
感
知
用
ヘ
ッ
ド
、
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
及
び
一
斉
開
放
弁
を
用
い
る
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火

設
備
を
い
う
。

八

機
械
式
泡
消
火
設
備

第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
駐
車
場
の
う
ち
、
昇
降
機
等
の
機
械
装
置
に
よ
り
車
両
を
駐
車
さ
せ

る
構
造
の
部
分
（
以
下
「
機
械
式
特
定
駐
車
場
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
開
放
型
泡
水
溶
液

ヘ
ッ
ド
、
泡
ヘ
ッ
ド
、
火
災
感
知
用
ヘ
ッ
ド
、
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
、
一
斉
開
放
弁
及
び
感
知
継
手
を
用
い

る
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
を
い
う
。

九

流
水
検
知
装
置

流
水
検
知
装
置
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
八
年
自
治
省
令
第
二
号
）
の
規
定
に

適
合
す
る
流
水
検
知
装
置
を
い
う
。

十

有
効
感
知
範
囲

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
試
験
方
法
に
お
い
て
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
感
知
継
手
、
火
災
感
知
用
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ヘ
ッ
ド
及
び
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
が
火
災
の
発
生
を
有
効
に
感
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
と
し
て
確
認
さ

れ
た
範
囲
を
い
う
。

十
一

有
効
放
射
範
囲

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
試
験
方
法
に
お
い
て
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ

ド
及
び
泡
ヘ
ッ
ド
か
ら
放
射
す
る
泡
水
溶
液
に
よ
っ
て
有
効
に
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
と
し
て
確
認
さ
れ
た
範
囲

を
い
う
。

十
二

有
効
警
戒
範
囲

前
二
号
に
規
定
す
る
設
備
の
有
効
感
知
範
囲
及
び
有
効
放
射
範
囲
が
重
複
す
る
範
囲
を
い
う
。

（
泡
消
火
設
備
に
代
え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
）

第
三
条

特
定
駐
車
場
に
お
い
て
、
令
第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
、
及
び
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

泡
消
火
設
備
に
代
え
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
は
、

特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
と
す
る
。

（
単
純
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
）

第
四
条

単
純
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
は
、
規
則
第
十
三
条
の
二
第
四
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
設
け
る
こ
と
と
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す
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
は
、
そ
の
取
り
付
け
る
場
所
の
正
常
時
に
お
け
る
最
高
周
囲
温
度
に
応
じ
て
次
の
表
で
定

め
る
標
示
温
度
を
有
す
る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

取

り

付

け

る

場

所

の

最

高

周

囲

温

度

標

示

温

度

三

十

九

度

未

満

七

十

九

度

未

満

三

十

九

度

以

上

六

十

四

度

未

満

七

十

九

度

以

上

百

二

十

一

度

未

満

ロ

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
は
、
防
護
対
象
物
（
当
該
消
火
設
備
に
よ
っ
て
消
火
す
べ
き
対
象
物
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
す
べ
て
の
表
面
が
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有
効
警
戒
範
囲
内
に
包
含
で
き
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

二

水
源
の
水
量
は
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
量
の
泡
水
溶
液
を
作
る
に
必
要
な
量
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
。

イ

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
試
験
方
法
に
お
い
て
火
災
の
発
生
時
に
開
放
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ

ッ
ド
の
最
大
個
数
（
以
下
「
最
大
開
放
個
数
」
と
い
う
。
）
又
は
次
の
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
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ド
の
個
数
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
個
数
（
当
該
個
数
が
八
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
）
の
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ

ッ
ド
を
同
時
に
開
放
し
た
場
合
に
、
泡
水
溶
液
を
十
分
間
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
量

Ｎ
＝1

0
×
(
2
.
3
)
２

÷

ｒ
２

ｒ
は
、
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有
効
感
知
範
囲
の
半
径
（
二
以
上
の
種
類
の
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
を
用

い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
最
小
の
半
径
に
限
る
。
）
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

Ｎ
は
、
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
個
数
（
小
数
点
以
下
は
切
り
上
げ
る
。
）
（
単
位

個
）

ロ

配
管
内
を
満
た
す
に
要
す
る
泡
水
溶
液
の
量

三

流
水
検
知
装
置
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

流
水
検
知
装
置
の
一
次
側
（
流
水
検
知
装
置
へ
の
流
入
側
で
弁
体
ま
で
の
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
は
、
圧

力
計
を
設
け
る
こ
と
。

ロ

流
水
検
知
装
置
の
二
次
側
（
流
水
検
知
装
置
か
ら
の
流
出
側
で
弁
体
か
ら
の
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
圧
力

の
設
定
を
必
要
と
す
る
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
に
あ
っ
て
は
、
当
該
流
水
検
知
装
置
の
圧
力
設
定
値
よ
り
も
二
次

側
の
圧
力
が
低
下
し
た
場
合
に
自
動
的
に
警
報
を
発
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
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ハ

流
水
検
知
装
置
の
二
次
側
は
泡
水
溶
液
を
満
た
し
た
状
態
と
す
る
こ
と
。

四

単
純
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
に
併
せ
て
自
動
火
災
報
知
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
当
該
設
備
の
感
知
器
は
、
火
災

報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
七
号
。
）
に

適
合
す
る
も
の
を
規
則
第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
準
じ
て
設
け
る
こ
と
。

五

泡
消
火
薬
剤
の
貯
蔵
量
は
、
第
二
号
イ
に
定
め
る
泡
水
溶
液
の
量
に
、
消
火
に
有
効
な
泡
を
生
成
す
る
た
め
に
適
し
た

泡
消
火
薬
剤
の
希
釈
容
量
濃
度
を
乗
じ
て
得
た
量
以
上
の
量
と
す
る
こ
と
。

六

泡
消
火
薬
剤
の
貯
蔵
場
所
及
び
加
圧
送
水
装
置
は
、
点
検
に
便
利
で
、
火
災
等
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ

が
少
な
く
、
か
つ
、
当
該
泡
消
火
薬
剤
が
変
質
す
る
お
そ
れ
が
少
な
い
箇
所
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
保
護
の
た
め
の

有
効
な
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七

呼
水
装
置
、
非
常
電
源
及
び
操
作
回
路
の
配
線
は
、
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
二
、
第
四
号
及
び
第
五
号
の
規

定
の
例
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

八

配
管
は
、
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
準
じ
て
設
け
る
こ
と
。

九

加
圧
送
水
装
置
は
、
規
則
第
十
八
条
第
四
項
第
九
号
の
規
定
に
準
じ
て
設
け
る
こ
と
。
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十

起
動
装
置
は
、
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
作
動
又
は
流
水
検
知
装
置
若
し
く
は
起
動
用
水
圧
開
閉
装
置
の
作
動

と
連
動
し
て
加
圧
送
水
装
置
を
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

十
一

自
動
警
報
装
置
は
、
規
則
第
十
八
条
第
四
項
第
十
二
号
の
規
定
に
準
じ
て
設
け
る
こ
と
。

十
二

泡
消
火
薬
剤
混
合
装
置
は
、
規
則
第
十
八
条
第
四
項
第
十
四
号
の
規
定
に
準
じ
て
設
け
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
消
火

に
有
効
な
泡
を
生
成
す
る
た
め
に
適
し
た
泡
水
溶
液
を
混
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

十
三

規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
は
、
単
純
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
。

十
四

泡
消
火
薬
剤
貯
蔵
槽
、
加
圧
送
水
装
置
、
非
常
電
源
、
配
管
等
は
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

十
五

単
純
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
配
管
の
末
端
に
は
、
流
水
検
知
装
置
の
作
動
を
試
験
す
る
た
め
の
弁
を
規
則
第
十
四

条
第
五
号
の
二
の
規
定
に
準
じ
て
設
け
る
こ
と
。

（
感
知
継
手
開
放
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
条

感
知
継
手
開
放
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
（
第
一

号
ロ
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
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一

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
感
知
継
手
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

感
知
継
手
は
、
そ
の
取
り
付
け
る
場
所
の
正
常
時
に
お
け
る
最
高
周
囲
温
度
に
応
じ
て
次
の
表
で
定
め
る
標
示
温
度

を
有
す
る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

取

り

付

け

る

場

所

の

最

高

周

囲

温

度

標

示

温

度

三

十

九

度

未

満

七

十

九

度

未

満

三

十

九

度

以

上

六

十

四

度

未

満

七

十

九

度

以

上

百

二

十

一

度

未

満

ロ

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
感
知
継
手
は
、
防
護
対
象
物
の
す
べ
て
の
表
面
が
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有
効

感
知
範
囲
及
び
感
知
継
手
の
有
効
感
知
範
囲
内
に
包
含
で
き
る
よ
う
設
け
る
こ
と
。

二

開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
は
、
感
知
継
手
の
開
放
に
よ
り
放
射
す
る
こ
と
。

ロ

一
の
感
知
継
手
に
接
続
す
る
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
数
は
二
以
下
と
す
る
こ
と
。
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三

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
感
知
継
手
は
、
防
護
対
象
物
の
全
て
の
表
面
が
閉
鎖
型
泡

水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有
効
警
戒
範
囲
並
び
に
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
感
知
継
手
の
有
効
警
戒
範
囲
内
に
包
含
で
き
る

よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

四

水
源
の
水
量
は
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
量
の
泡
水
溶
液
を
作
る
に
必
要
な
量
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
。

イ

前
条
第
二
号
イ
に
定
め
る
量
又
は
次
の

若
し
く
は

に
定
め
る
個
数
の
い
ず
れ
か
大
き
い
個
数
（
当
該
個
数
が
八

(ｲ)

(ﾛ)

以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
）
の
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
感
知
継
手
を
同
時
に
開
放
し
た
場
合
に
泡
水
溶
液

を
十
分
間
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
量

最
大
開
放
個
数
に
、
最
大
開
放
個
数
に
お
け
る
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有
効
感
知
範
囲
の
範
囲
内
に
設
け
ら

(ｲ)
れ
る
感
知
継
手
に
接
続
さ
れ
る
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
数
を
加
え
、
当
該
範
囲
内
に
設
け
ら
れ
た
感
知
継
手
の

個
数
を
減
じ
た
個
数

前
条
第
二
号
イ
に
定
め
る
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
個
数
に
、
当
該
個
数
に
お
け
る
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有

(ﾛ)
効
感
知
範
囲
の
範
囲
内
に
設
け
ら
れ
る
感
知
継
手
に
接
続
さ
れ
る
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
数
を
加
え
、
当
該
範

囲
内
に
設
け
ら
れ
た
感
知
継
手
の
個
数
を
減
じ
た
個
数
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ロ

配
管
内
を
満
た
す
に
要
す
る
泡
水
溶
液
の
量

五

配
管
は
、
感
知
継
手
の
二
次
側
の
う
ち
金
属
製
の
も
の
に
は
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
等
に
よ
る
防
食
処
理
を
施
す
こ
と
。

（
感
知
継
手
泡
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
）

第
六
条

感
知
継
手
泡
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
四
条
（
第
一

号
ロ
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
並
び
に
前
条
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
定
め

る
と
お
り
と
す
る
。

一

泡
ヘ
ッ
ド
は
、
令
第
十
五
条
第
一
号
及
び
規
則
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
設
置
す
る
ほ
か
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

泡
ヘ
ッ
ド
は
、
感
知
継
手
の
開
放
に
よ
り
放
射
す
る
こ
と
。

ロ

一
の
感
知
継
手
に
接
続
す
る
泡
ヘ
ッ
ド
の
数
は
二
以
下
と
す
る
こ
と
。

二

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
泡
ヘ
ッ
ド
及
び
感
知
継
手
は
、
防
護
対
象
物
の
全
て
の
表
面
が
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド

の
有
効
警
戒
範
囲
並
び
に
泡
ヘ
ッ
ド
及
び
感
知
継
手
の
有
効
警
戒
範
囲
内
に
包
含
で
き
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

（
一
斉
開
放
弁
開
放
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
）
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第
七
条

一
斉
開
放
弁
開
放
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
四
条

（
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

火
災
感
知
用
ヘ
ッ
ド
及
び
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
（
以
下
「
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
は
、
そ
の
取
り
付
け
る
場
所
の
正
常
時
に
お
け
る
最
高
周
囲
温
度
に
応
じ
て
次
の
表
で
定
め
る

標
示
温
度
を
有
す
る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

取

り

付

け

る

場

所

の

最

高

周

囲

温

度

標

示

温

度

三

十

九

度

未

満

七

十

九

度

未

満

三

十

九

度

以

上

六

十

四

度

未

満

七

十

九

度

以

上

百

二

十

一

度

未

満

ロ

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
は
、
防
護
対
象
物
の
全
て
の
表
面
が
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド

の
有
効
感
知
範
囲
及
び
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
の
有
効
感
知
範
囲
内
に
包
含
で
き
る
よ
う
設
け
る
こ
と
。



14

二

開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
は
、
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
と
連
動
し
た
一
斉
開
放
弁
の
開
放
に
よ
り
放
射
す
る
こ
と
。

ロ

一
の
一
斉
開
放
弁
に
接
続
す
る
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
数
は
四
以
下
と
す
る
こ
と
。

三

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
は
、
防
護
対
象
物
の
す
べ
て
の
表
面

が
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有
効
警
戒
範
囲
並
び
に
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
の
有
効
警
戒

範
囲
内
に
包
含
で
き
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

四

水
源
の
水
量
は
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
量
の
泡
水
溶
液
を
作
る
に
必
要
な
量
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
。

イ

第
四
条
第
二
号
イ
に
定
め
る
量
又
は
次
の

若
し
く
は

に
定
め
る
個
数
の
い
ず
れ
か
大
き
い
個
数
（
当
該
個
数
が

(ｲ)

(ﾛ)

八
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
）
の
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
及
び
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
を
同
時
に
開
放
し
た

場
合
に
泡
水
溶
液
を
十
分
間
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
量

最
大
開
放
個
数
に
、
最
大
開
放
個
数
に
お
け
る
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有
効
感
知
範
囲
の
範
囲
内
に
設
け
ら

(ｲ)
れ
る
最
大
個
数
の
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
と
連
動
し
て
開
放
す
る
一
斉
開
放
弁
に
接
続
さ
れ
る
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ

ド
の
数
を
加
え
、
当
該
範
囲
内
に
設
け
ら
れ
た
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
が
接
続
さ
れ
た
一
斉
開
放
弁
の
個
数
を
減
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じ
た
個
数

第
四
条
第
二
号
イ
に
定
め
る
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
個
数
に
、
当
該
個
数
に
お
け
る
閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の

(ﾛ)
有
効
感
知
範
囲
の
範
囲
内
に
設
け
ら
れ
る
最
大
個
数
の
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
と
連
動
し
て
開
放
す
る
一
斉
開
放
弁
に

接
続
さ
れ
る
開
放
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
の
数
を
加
え
、
当
該
範
囲
以
内
に
設
け
ら
れ
た
二
以
上
の
開
放
型
泡
水
溶
液

ヘ
ッ
ド
等
が
接
続
さ
れ
た
一
斉
開
放
弁
の
個
数
を
減
じ
た
個
数

ロ

配
管
内
を
満
た
す
に
要
す
る
泡
水
溶
液
の
量

五

配
管
は
、
一
斉
開
放
弁
の
二
次
側
の
う
ち
金
属
製
の
も
の
に
は
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
等
に
よ
る
防
食
処
理
を
施
す
こ
と
。

（
一
斉
開
放
弁
泡
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
）

第
八
条

一
斉
開
放
弁
泡
ヘ
ッ
ド
併
用
型
平
面
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
四
条
（
第

一
号
ロ
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
並
び
に
前
条
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

泡
ヘ
ッ
ド
は
、
令
第
十
五
条
第
一
号
及
び
規
則
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
設
置
す
る
ほ
か
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
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イ

泡
ヘ
ッ
ド
は
、
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
と
連
動
し
た
一
斉
開
放
弁
の
開
放
に
よ
り
放
射
す
る
こ
と
。

ロ

一
の
一
斉
開
放
弁
に
接
続
す
る
泡
ヘ
ッ
ド
の
数
は
四
以
下
と
す
る
こ
と
。

二

閉
鎖
型
泡
水
溶
液
ヘ
ッ
ド
、
泡
ヘ
ッ
ド
及
び
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
は
、
防
護
対
象
物
の
す
べ
て
の
表
面
が
閉
鎖
型
泡
水

溶
液
ヘ
ッ
ド
の
有
効
警
戒
範
囲
並
び
に
泡
ヘ
ッ
ド
及
び
火
災
感
知
ヘ
ッ
ド
等
の
有
効
警
戒
範
囲
内
に
包
含
で
き
る
よ
う
に

設
け
る
こ
と
。

（
機
械
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
）

第
九
条

機
械
式
泡
消
火
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ

る
ほ
か
、
車
両
を
駐
車
さ
せ
る
昇
降
機
等
の
機
械
装
置
の
作
動
又
は
車
両
の
駐
車
に
よ
り
破
損
す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
に

設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
機
械
装
置
の
部
分
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
四
条
第
一
号
（
イ
及
び
ロ
以
外
の
部
分

に
限
る
。
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
委
任
規
定
）

第
十
条

第
四
条
か
ら
第
九
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
駐
車
場
用
泡
消
火
設
備
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
設

置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。




